
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 値段の高い 80 円のチョコレートを多く買う予定であったが，実際は， 

  50 円のガムを多く買った。 

 

 

持っているお金 

予定 

実際 

200円足りない 

40円あまる 

240円の差 

予定と実際での金額の差は， 

  200＋40＝240 円 

１個の値段の差は， 

  80－50＝30 円 

この 240 円は何個分の差か？ 

  240÷30＝8 個 

     

 

ガムの方が 8 個多い 

(2) ここで和差算です。 

  チョコ 

  ガム 

買ったガムの個数は， 

  (32+8)÷2＝20 個 

チョコレートの個数は， 

  32－20＝12 個 

  

→ ガムを 8個多く買った。  

8個 32 個 

したがって， 

持っていたお金は， 

 50×20＋80×12＋40 

  ＝2000 円 

2000 円 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。 中学受験のヘクトパスカル 
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